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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 25 年５月 10 日に公表した業績予想を下記の通り修正しましたので お知らせいたします。 

 

記 

● 業績予想の修正について 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(A) 
百万円

22,860
百万円

3,440
百万円

3,600
百万円 

2,290 
円 銭

154.97

今回修正予想(B) 19,010 1,600 2,440 1,630 110.31

増減額(B-A) △3,850 △1,840 △1,160 △660 

増減率(%) △16.8 △53.5 △32.2 △28.8 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 
20,679 4,499 4,063 2,367 171.52

 

平成 26 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

48,010
百万円

8,150
百万円

8,190
百万円 

5,170 
円 銭

349.88

今回修正予想(B) 44,000 5,700 6,480 4,190 283.56

増減額(B-A) △4,010 △2,450 △1,710 △980 

増減率(%) △8.4 △30.1 △20.9 △19.0 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
39,826 7,237 8,124 6,749 472.45 

 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益

前回発表予想(A) 
百万円

21,250
百万円

2,910
百万円 

1,810 
円 銭

122.49

今回修正予想(B) 18,650 1,770 1,230 83.24

増減額(B-A) △2,600 △1,140 △580 

増減率(%) △12.2 △39.2 △32.0 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 
19,794 2,808 1,629 118.10 

 

平成 26 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

44,120
百万円

6,380
百万円 

3,960 
円 銭

267.99

今回修正予想(B) 40,230 4,520 2,930 198.29

増減額(B-A) △3,890 △1,860 △1,030 

増減率(%) △8.8 △29.2 △26.0 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
37,367 5,774 3,848 269.40 

 

修正の理由 

当社グループの照明器具売上高は、夏季の電力需給に目途が立ち、一昨年の東日本大震災に起因する原発事故の発生以来、過

熱気味であった設備更新需要が落ち着きを取り戻したことにより、平成 26 年３月期初に想定した水準を下回って推移しております。 

kr
FASF公式11mm



利益面に関しても、円安の進行による輸入品の原価上昇により営業利益率の低下が発生しております。 

今後は、新製品の投入、好調な海外売上の増加による売上高の確保、製品原価削減、経費削減による利益水準の向上を図ります

が、今後の円為替相場の見通し、大口顧客の設備投資実施のタイミング等を考慮して、平成 26 年３月期初に発表しました業績見通

しの修正を実施しました。 

 

（注）上記の業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は 今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


